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１． 経営成績・財政状況の概況 

（１） 経営成績の概況 

①当期の経営成績 

経常収益は、貸出金利息等の資金運用収益が減少したものの、リース業における売上高増加に伴う

その他業務収益の増加や貸倒引当金戻入益等のその他経常収益等の増加により前期を23億9百万円上

回る 630 億 27 百万円となりました。 

一方、経常費用はリース業における売上高増加に伴うその他業務費用の増加等があったものの、貸

倒引当金繰入額等のその他経常費用の減少や預金利息等の資金調達費用の減少により前期を 3 億 73

百万円下回る 506 億 31 百万円となりました。 

この結果、経常利益は前期を 26 億 83百万円上回る 123 億 95 百万円となりました。親会社株主に帰

属する当期純利益は前期を 22億 90 百万円上回る 87億 85 百万円となりました。 

報告セグメントごとの業績につきましては、セグメント利益は、銀行業で前期を 33 億 44 百万円上

回る 107 億 59 百万円、リース業で前期を 1 億 40 百万円上回る 7 億 74 百万円、その他で前期を 5 億

41 百万円下回る 10億 62 百万円となりました。 

② 次期の見通し 

平成 30年度は、銀行単体の有価証券関連の利益を平年並みの見込みとしたことから、連結で経常収

益 590 億円（前期比△40 億円）、経常利益 88 億円（同△35 億円）、親会社株主に帰属する当期純利益

60 億円（同△27 億円）を予想しています。銀行単体も同様に、経常収益 390 億円（同△34億円）、経

常利益 75億円（同△32億円）、当期純利益 50億円（同△28億円）を予想しています。 

（２） 財政状態の概況 

当連結会計年度末の総資産は前連結会計年度末を 1,052 億 43 百万円上回る 2兆 3,587 億 61 百万円

となりました。純資産は前連結会計年度末を 69億 48 百万円上回る 1,179 億 37 百万円となりました。 

主要勘定としては、預金等（譲渡性預金を含む）は、個人預金が好調に推移し前連結会計年度末を

699 億 88 百万円上回る 2 兆 1,078 億 11 百万円となりました。貸出金は、個人向け貸出が住宅ローン

やアパートローンを中心に好調に推移し、前連結会計年度末を 888 億 73 百万円上回る 1 兆 5,999 億

93 百万円となりました。有価証券は、債券の売却等により前連結会計年度末を 167 億 23 百万円下回

る 4,078 億 45 百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、貸出金の増加などにより 83億 84 百万円の支出となりまし

た。投資活動によるキャッシュ・フローは、債券等を中心とした有価証券の売却などにより 12 億 21

百万円の収入となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払や自己株式の取得

などにより 28億 92 百万円の支出となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末比 100 億 81 百万円減少の 2,029

億 59 百万円となりました。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本

基準に基づき連結財務諸表を作成する方針であります。 

なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に

対応していく方針であります。 
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（６）連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報）  

１．報告セグメントの概要 

当行グループは当行及び連結子会社６社で構成され、銀行業務を中心にリース業

務などの金融サービスに係る事業を行っており、当行の取締役会において定期的

にグループ内の会社別の財務情報を報告しております。 

したがいまして、当行グループは、当行をはじめ各連結子会社別のセグメントか

ら構成されておりますが、全セグメントの経常収益の概ね７割を占める「銀行業」

のほか、重要性を鑑み「リース業」の２つを報告セグメントとしております。 

「銀行業」は、当行の本店のほか支店等においては、預金業務、貸出業務、内国

為替業務、外国為替業務及び有価証券投資業務等並びにこれらに付随する業務を

行っており、「リース業」は、リース業務等を行っております。 

２．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金

額の算定方法 

報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。 

なお、セグメント間の内部経常収益は第三者間の取引価格に基づいております。 
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３．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の

金額に関する情報 

 当連結会計年度(自 平成 29 年４月１日 至 平成 30 年３月 31 日)

  (単位：百万円)

報告セグメント 
その他 合計 調整額 

連結財務諸表

計上額 銀行業 リース業 計 

経常収益 

外部顧客に対する 

経常収益 
41,480 17,254 58,735 4,291 63,027 ― 63,027 

セグメント間の 

内部経常収益 
990 138 1,129 1,459 2,588 △2,588 ― 

計 42,470 17,393 59,864 5,751 65,615 △2,588 63,027 

セグメント利益 10,759 774 11,533 1,062 12,595 △200 12,395 

セグメント資産 2,320,788 40,054 2,360,843 33,814 2,394,657 △35,896 2,358,761 

セグメント負債 2,216,144 34,432 2,250,577 23,553 2,274,131 △33,307 2,240,823 

その他の項目 

減価償却費 2,060 564 2,625 63 2,688 △0 2,687 

資金運用収益 29,758 24 29,782 611 30,394 △521 29,872 

資金調達費用 1,442 169 1,612 239 1,852 △315 1,536 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
2,819 1,025 3,845 453 4,298 ― 4,298 

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

２ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジット 

カード業務、信用保証業務等であります。 

３ 「調整額」は主にセグメント間取引消去であります。 

４ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

当連結会計年度 

(自 平成 29 年４月 １日 

 至 平成 30 年３月 31 日)

１株当たり純資産額 円 3,078 円 12 銭 

１株当たり当期純利益金額 円 230 円 33 銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 円  229 円 19 銭 

(注)１ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

当連結会計年度末 

(平成 30 年３月 31 日) 

純資産の部の合計額 百万円 117,937 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 236 

（うち非支配株主持分） 百万円 － 

（うち新株予約権） 百万円 236 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 117,700 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末

の普通株式の数 
千株 38,237 

(注)２ １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 
の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

当連結会計年度 

(自 平成 29 年４月 １日 

 至 平成 30 年３月 31 日)

１株当たり当期純利益金額   

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 8,785 

普通株主に帰属しない金額 百万円 － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する 

当期純利益 
百万円 8,785 

普通株式の期中平均株式数 千株 38,142 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額  

親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 － 

普通株式増加数 千株 188 

 うち新株予約権 千株 188 

(重要な後発事象) 

該当ございません。 
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